
基礎看護援助論 
 

単位数（時間数）：2単位（30時間） 必修/選択：必修 履修年次：1年次 開講時期：前期 

 

科目責任者（職位・氏名）：教授・土田 幸子 

科目担当者（職位・氏名）：教授・永井 睦子、助教・野中みつ子、助教・山田 英子、 

助教・武田 恵梨子 

                                            

 

対応ＤＰ：基礎力をもった社会人 ケア・スピリット 看護専門職者としての基本姿勢 

看護の基礎的・専門的知識・技術 社会への関心と地域貢献 生涯学習・自己研鑽 

科目記号：45 

 

■ 授業概要 

看護技術とは何か、看護技術の特徴および看護技術基本的な概念、看護実践における看護技術の

意義を教授する。そして、看護技術における安全・安楽・自立の基本原則について教授する。ま

た、看護援助の基盤となる「コミュニケーション」「感染予防」「バイタルサインズ」「ボディメカ

ニクス」の必要性を理解し、看護の対象者に応じて実践できる基礎を身につけることができるよ

う知識と実践が統合できるよう講義と演習を組み合わせて展開する。さらに、学修全体を通して、

専門職としての倫理、専門科目の学習方法、看護を実践するための思考方法についての能力を養

う。 

 

■ 到達目標 

1．看護技術の定義と理論的部分との繋がりを説明できる。 

2．看護技術における安全・安楽・自立・自立・自律の概念を説明できる。 

3．対象者との関係成立のためにコミュニケーションの重要性を説明できる。 

4．感染予防の概要と感染経路を遮断するための方策を説明できる。 

5．バイタルサインズの観察の意義と方法を説明できる。 

6．感染予防、ボディメカニクス、バイタルサインズの技術を根拠に基づいて実践できる。 

7．主体的に学習課題および演習に取り組むことができる。 

8．学習課題や演習に取り組む積極的に意見交換ができる。 

 

■ 教育内容 

基礎看護学 

 



■ キーワード 

看護技術、安全・安楽、生活環境、感染予防、ボディメカニクス、バイタルサインズ 

  



■ 授業計画（授業項目、授業内容・授業方法、担当教員） 

回 授業項目 授業内容・授業方法 担当 

1 

ガイダンス 

看護技術とは何か 

看護実践における基本技術とは 

・本科目の目的・目標、学習内容・方法、履修

上の留意事項（自主練習のすすめ） 

・看護技術とは、看護技術の特徴、看護技術に

求められる要素 

・看護におけるコミュニケーションの意義と

基礎知識            【講義】 

土田 

2 感染予防を推進する技術① 
感染予防の意義と方法 

感染症を成させる要素と成立過程   【講義】             
山田 

3 人間関係を成立・発展させるための技術 

2 グループに分かれて実施する 

援助的人間関係構築のためのコミュニケーシ

ョンの基本（グループワーク）  【演習】 

共同 

4 感染経路を遮断するための技術② 

2 グループに分かれて実施する 

手洗い、個人防護具の使用     

（実習室の使用方法）      【演習】 

共同 

5 快適な生活環境を整える援助① 
環境調整の意義と環境の諸要素 

病室と病床の環境調整の方法       【講義】 
野中 

6 効率的で安楽な動きをつくり出す技術③ 

・ボディメカニクスの基本 

・安楽な体位とボディメカニクス 

・同一体位による弊害       【講義】 

野中 

7 

快適な生活環境を整える援助②③ 

2 グループに分かれて実施する 

環境整備、ベッドメーキング 

臥床患者のシーツ交換       【演習】 

共同 

8 

9 

効率的で安楽な動きをつくり出す技術② 

2 グループに分かれて実施する。 

ボディメカニクスを活用した体位変換安楽な

体位の補助            【演習】 

共同 

10 

11 バイタルサインズの観察① 

・バイタルサインとは 

・バイタルサインの生理的変動要因 

・看護実践におけるバイタルサインズの観察

の意義、目的、観察の方法 

 体温、呼吸、脈拍、血圧、水分出納バランス

【講義】 

土田 



12 

バイタルサイン測定の実際 

2 グループに分かれて実施する。 

（スケジュール等の詳細は配布する演習要項

を確認すること）        【演習】 

共同 

13 

14 
＜技術テスト＞ 

バイタルサイン測定と観察について 

全体を 2 グループに分けて実施 

技術チェック（スケジュール等の詳細は配布

する演習要項を確認すること） 

共同 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 履修条件 

特になし 

 

■ 成績評価方法 

期末試験 70％、実技テスト 10％、事前学習と演習への取り組む姿勢 20％ 

 

■ 課題（試験やレポート等）に対するフィードバック方法 

・事前学習ワークシートのフィードバックは、コメントを付して行うとともに、質問欄に記載の

あった内容については解説をする。 

・演習へ取り組みについては、演習時間終了時に全体もしくは学生個々にフィードバックを行う。 

・期末試験は、希望者に対してフィードバックを行う。希望者は、結果発表日以降 2週間以内に、

科目責任者へメールにてアポイントをとること。 

 

■ 教科書 

・『デジタル ナーシング・グラフィカ』メディカ出版 

基礎看護学 ③ 基礎看護技術Ⅰ 

 

■ 参考書・参考資料等 

・必要時、授業内で提示する。 

・授業前にワークシート（事前学習課題）、演習前に演習要項を配布する。 

・看護技術経験録を活用する。 

 

■ 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

・授業 1 時限につき、事前学習時間として 90 分、事後学修時間として 150 分程度を必要とする。 

・事前学修：教科書該当箇所通読、ワークシート作成、演習要項熟読、演習課題作成 

・事後学修：授業目標の自己評価、復習、技術修得に向けて計画的に自己練習 

 

■ 担当教員からのメッセージ 

本科目では、看護の専門的な援助の方法と実践を学習する基礎となる内容を学びます。日々の

日常生活に目を向け、患者-看護師双方の安全・安楽を保つためにどのようなことが必要なのか

を考えて生活してほしいです。そして、看護とは、看護技術とは何かと思考し続ける姿勢で講

義・演習に臨むことを期待します。 



■ 研究室、連絡先、オフィスアワー 

研究室 11 tsuchida★iwate-uhms.ac.jp、特に定めませんが、事前に連絡してから訪問してくだ

さい。 

（※メールの際は★を@にしてください） 

 

■ 担当教員の実務経験の有無 

有 

 

■ 担当教員の実務経験 

看護師 

 

■ 教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 

無 

 

■ 教員以外で指導に関わる実務経験者 

 

■ 実務経験を活かした教育内容 

病院での看護師の経験を生かし、看護実践する上での原理・原則をふまえより実践的な看護技術

の教授に努めています。 

mailto:mokada@iwate-uhms.ac.jp

